
③ 　書くことが苦手な場合

１　文字を正確にとらえたり、記憶したりすることが苦手である

２  丁寧に文字を書く、構成にこだわり書き写すなどノートを取ることに時間がかかる

３　順序立てて物事を考えることが難しい

４　書く内容をイメージすることができない、文章の表現の仕方が分からない

ア　授業のノートなどは、プリント、ワークシートに書き込むなど、簡易化したものにする

イ　ワープロなどを活用し、文字を書くということを減らす

ウ　作文など、他の人の書いた文章をたくさん読ませて、パターンを学ばせる

エ　作文を書く場合は事前に何について書くか知らせておく

オ　写真など作文を書くときの手掛りを用意する

カ　自分の考えや思いを日記に書くことを勧め、教師が時々読んで添削をしたり感想を伝えたりする

キ　新聞の記事など自分の興味あるものを切り抜き、それに感想を書くことを勧め、それを教師が添削する

ク　漢字を学習する時は文字の成り立ちやつくりを説明する

ケ　情報機器（デジカメ等）の活用をする

コ　教師が板書計画を立て、プリントにする

⑥ 　推論することが苦手な場合
１　記憶力が弱い

２　抽象的に考えることが難しい

３　論理的に考えることが苦手である

４　イメージをして、推測することが苦手である

５　順序立てて物事を考えるのが苦手である

ア　どの段階でつまずいているか個別に確認する

イ　さまざまな例を示すことで、論理化や抽象化のパターンを示し、それを利用して考えるように教材を工夫
    する

ウ　考えや取り組むことを書き出すことで視覚化させ、それをもとに優先順位や重要さの順に並べさせる

エ　要点やポイントになる言葉に印を付ける

オ　ポイントになることを絵や図に書いて、視覚的に示す
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